
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 

週
刊 

です 

こんにちは 
こ う へ い 杉並区善福寺２－２－１１ 

TEL 090-9973-0941 

ホームページ 

http://yamadakohei.jp 
 

右ＱＲコードを 

ご活用下さい 

い 

2023.7.13 №487 

杉並区 学校給食費無償化へ １０月実施表明 
杉並区議会第３回定例会で補正予算を提案予定 

 

 

杉
並
区
内
６
４
校
が
対
象 

区
長
公
約
の
実
現
に
向
け
て 

 

7
月
12
日
（
水
）
岸
本
聡
子
区
長
が
記
者
会
計
を
開
き
、

今
年
10
月
か
ら
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
方
針
を
示
し

ま
し
た
。 

一
方
、
給
食
費
無
償
化
は
全
国
の
学
校
で
実
施
す
べ
き

で
あ
り
、
本
来
は
国
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

党
区
議
団
の
長
年
の
要
望
が
実
現
へ 

岸
本
区
長
は
昨

年
の
区
長
選
挙
の

際
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
公
約
に

掲
げ
て
お
り
、
公
約

実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。 

学
校
給
食
費
の

無
償
化
や
負
担
軽

減
は
、
東
京
２
３
区

各
区
で
も
導
入
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、

杉
並
区
を
含
め
る

と
２
０
区
が
実
施

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

無
償
化
の
対
象
と
な
る
の
は
、
区
立
小
中
学
校
と
特
別

支
援
学
校
あ
わ
せ
て
６
４
校
に
通
う
児
童
生
徒
（
約
２
万

９
５
０
０
人
）
で
す
。
実
施
期
間
は
、
今
年
10
月
か
ら
来

年
3
月
ま
で
と
し
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の
継
続
も
検
討

し
ま
す
。 

区
は
、
無
償
化
に
必
要
な
費
用
の
約
９
億
４
０
０
０
万

円
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
9
月
11
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
区
議
会
第
３
回
定
例
会
に
提
案
し
ま
す
。 

こ
の
間
、
党
区
議
団
は
、
一
貫
し
て
給
食
費
無
償
化
を
求

め
続
け
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議
案
提
案
権
を
行
使
し
、

学
校
給
食
の
負
担
軽
減
条
例
も
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
案
は
、
党
区
議
団
以
外
に
は
、
す
ぎ
な
み
わ
く
わ
く
会
議

の
み
が
賛
成
し
、
自
民
・
公
明
・
立
民
な
ど
の
会
派
は
反
対

し
ま
し
た
。 

直
近
の
杉
並
区
議
会
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
に
お
い

て
も
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
、

杉
並
区
に
迫
り
、
岸
本
区
長
が
早
期
実
施
を
目
指
す
と
答

弁
し
て
い
ま
し
た
。 

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
給
食
費
無
償
化
を
実
現
す

べ
く
論
戦
に
臨
み
ま
す
。 

善福寺・杉並浄水所 

区
長
記
者
会
見
資
料
よ
り
。 

無償化等を求めた質問・条例提案（抜粋） 

■２０１７年第１回定例会 一般質問 

■２０１８年第３回定例会 一般質問 

■２０１９年第１回定例会 条例提案 

■２０２２年第４回定例会 一般質問 

■２０２３年第２回定例会 一般質問 

無
償
化
を
求
め
続
け
、  

給
食
費
軽
減
条
例
も
提
案 

２
０
１
９
年
の
条
例
提
案
時
に
策
定
し
た

周
知
チ
ラ
シ
（
右
）。 

無
償
化
を
求
め
、
再
三
に
亘
り
質
問
等
も

実
施
し
て
き
た
（
下
記
）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

水鉄砲大会に３００人 
 

子どもの小学校のおやじの会で水鉄

砲大会を開催しました。 

参加者は、ナント３００人…。とん

でもない規模でしたが、無事成功。 

健康保険証廃止の中止を求め、マイナンバーカード取得の強制に反対します 

保険証廃止は中止を！ 署名にご協力ください！ 
 

マイナンバーカードを健康保険証として利用する際の不具合が多発しています。 

全国保険医団体連合会の調査では、患者の保険資格を確認できず「１０割負担を請求した」

ケースが同会推計で 1291 件にも上っています。 

（調査は保団連会員の 6 万 6462 医療機関を対象に実施、41 都道府県の 1 万 26 施設が回答） 

 6 月 29 日、厚生労働省は「初めてカードを使って医療機関を受診する場合は保険証も持参

するよう呼びかける」方針を決めました。そもそも保険証を廃止しなければ１枚で済むのに、

なぜわざわざトラブルが続出しているマイナンバーカードと一体化しなくてはならないのでし

ょうか？ 

 無保険扱いで医療費が支払えず医療に繋がれないケースや、病院が負担をしてその後医療費

を回収できずに経営が悪化する懸念もあります。そのほかにも他人の情報が紐づけられていた

り、別の人の顔で認証されたケースもありました。 

マイナカードは任意であるはずなのに、保険証廃止によってカード登録が実質強制になって

しまいます。 

 国民皆保険制度の根幹にかかわる問題です！保険証の存続を強く求めます！ 
 

右ＱＲコードから「健康保険証廃止の中止を求め、マイナンバーカード取得の強制に反対しま

す」署名用紙を印刷することができます。また、署名用紙をお届けします。 

 

ぜひ署名にご協力ください。お書きいただけましたら、 
山田耕平 ０９０-９９７３-０９４１ までご連絡ください。 

 
 
 

医療機関の窓口 

日本共産党へのご質問やご要望等 
お気軽にお寄せください！ 

 

今週の一コマ 

新たなおやじ

も増え、世代交代

も成功中。ついに

会長のバトンタ

ッチが実現出来

そうです！ 


